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食品ロスを生まれ変わらせる



食品ロスは「もったいない」だけじゃない

2「廃棄」の変革に投資する再資源化ビジネスとは
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その食品リサイクルは

炭素削減に繋がっているか？

変わりゆく食リを捉え、

現状を疑い、未来を拓く。



世界の生産量の３分の１が廃棄される今、品質基準を問い直す

3消費者の目を肥えさせた商習慣は後戻りできなくなっている
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出典：農林水産省、可食部の廃棄に係る数値



先進国にとって、飢餓問題や廃棄処理問題は「他人事」か？

4日本では食品リサイクル法の施行から20年経過、その成果は？
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事業系食品ロス、半減に向かう

5残された「半分」を捨て続ける訳にはいかない
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図表：農林水産省「食品ロス及びリサイクルをめぐる情勢」をもとに弊社作成



食品リサイクル「炭化」にポテンシャル

6分別困難な食品廃棄物の再資源化へ
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国内実施の割合値：農林水産省, 令和元年度 国内における食品残渣総リサイクル量である12,176千トンに対し、各リサイクル種類毎の実施割合を記載



食品廃棄はGHG／CO2排出削減で「差」が出る

7アジアの食品廃棄GHGの削減をけん引するのは日本の技術

©K.K.Satisfactory

数値： Paul Hawken,「Drawdown: The Most Comprehensive Plan Ever Proposed to Reverse Global Warming」より

参考：Food and Agriculture Organization (FAO) ,2013「Food Wastage Footprint Impacts on natural resources Technical Report」



炭に炭素を固定してCO2削減

8プラント設計により、ガスや熱の利用で省エネ可
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炭化によるカーボンシンク（炭素貯蔵）のサンプル

9食品ロスを生まれ変わらせる再資源化
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（参考）食品再生利用の処理フロー

10
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出典：農林水産省



■ サステナブルレポートに関するお問い合わせ先： info@sfinter.com

● 本レポートに掲載された内容は作成日における情報に基づくものであり、予告なしに変更される場合があります。

● 本レポートに掲載された情報の正確性・信頼性・完全性・妥 当性・適合性について、いかなる表明・保証をするものではなく、一切の責任又は義務を負わないものとします。

● 本レポートの配信に関して閲覧した方が本レポートを利用したこと又は本レポートに依拠したことによる直接・間接の損失や逸失 利益及び損害を含むいかなる結果についても責任を負いません。

● 本レポートに関する知的所有権は株式会社サティスファクトリーに帰属し、許可なく複製、転写、引用等を行うことを禁じます。

株式会社サティスファクトリーは、SDGsに係る人材教育プログラム

『KIZUNA ESD』を企業に提供しております。全ての従業員による

サステナブルレポート作成やSDGs映画上映会の実施など、各種運用

の導入と内製化を支援いたします。
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https://www.sfinter.com/information/post-2953/

